
震災にも負けず、
JGAP認証を活かしたA2ミルク生産を実現！
株式会社ホリ牧場
専務取締役・管理獣医師 堀牧人



ホリ牧場の概要
•創業92年、石川県内灘町の河北潟
•経営理念：「牛のニーズ、人のニーズに応える企業」
•ホリ乳業 学校給食、スーパー各社、夢ミルク館



画像：こども向け県庁ガイド「石川県のすがた」より抜粋、一部加工

画像：Bing地図より抜粋、一部加工







JGAP認証取得の背景
• 取得のきっかけ：GAP研修、信頼性確保の重要性を実感
• ホリ乳業、バイヤー様、消費者様からの声
• 2022年開始、2024年1月にJGAP畜産認証を取得
• 第三者視点での管理体制確認と信頼の証明
• 消費者や取引先との信頼関係を強化
• 持続可能な経営の基盤



災害時対応でのJGAPの役立ち
•災害時の行動マニュアル ：迅速な行動
•関係機関への連絡網の整備：迅速な連絡
•施設・設備・機材のリスト：迅速な申請
•倒壊や落下の危険個所点検：被害の抑制
•消火栓の設置、防油堤など：被害の抑制



アニマルウェルフェアの取り組み
•暑熱対策：換気扇、散水ミスト、ウォーターカップ
•寒冷対策：カーフジャケット、ネックウォーマー
•間歇放牧：放牧の期間を設けて、リラックス
•健康管理：個別の飼料設計、獣医師の常駐
•飼料管理：無農薬・環境負荷低減の牧草（みどり認定取得）
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JGAPを酪農生産性向上に活用
•「JGAPの仕組みを活用して、酪農生産を高めること」
• JGAPミーティングの活用：生産指標のモニタリング

問題点の明確化、原因究明、除去
•従事者の教育・訓練：JGAPの理解＋酪農技術



A2ミルク生産への取り組み
•おなかに優しい牛乳：乳糖不耐症を軽減、ニーズ
•ベータカゼインA2型の牛乳
• A1タイプの牛、 A2タイプの牛
•採材 全農 海外検査機関で遺伝子検査
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JGAP認証×A2ミルク認証
• A2ミルク ：純度100%が求められる
• A2ミルク認定：日本A2ミルク協会、 JGAP認証相当要件
•管理体制の確認、品質保証体制の強化
•「河北潟A2牧場牛乳」
•石川県を中心に北陸、関西方面へ販売



SDGsと持続可能な酪農への取り組み
•エコ農業の推進：石川県の「みどり認定」
•みどり認定：無農薬、環境負荷低減の牧草
•循環型農業：牛ふん堆肥、牧草栽培
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謝辞
•赤松ファームクリニック
赤松裕久先生

•全農くみあい飼料株式会社
•全農石川県本部
• JAアグリライン石川
• JA石川かほく

•石川県南部家畜保健衛生所
•石川県農業開発公社
（富来放牧場、辰口放牧場）
•河北潟酪農組合



謝辞
震災の折、支えて頂いた皆様へ

元日に起きた大震災は、生乳出荷停止、液状化、畜舎や家の建物被害、
道路陥没、そして長期断水など未曾有の事態でした。
皆様からの様々なご支援により、今ここに立っていることができており
ます。
この度のご支援に当社従業員一同、牛一同感謝申し上げます。
皆様からご支援頂いたことを胸に、これからも良い牛乳を生産していき
たいと考えております。
今後とも株式会社ホリ牧場をどうぞよろしくお願いいたします。
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